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静 岡 森 林 管 理 署 の 概 要

大井川流砂系協議会資料【平成２９年２月７日】

【イザルガ岳より撮影：富士山と朝焼け】
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管内図

○静岡県の中央部（静岡森林計画区）、及び東部（富士森林計画区）を管轄
○管内の国有林は約５万haで管内森林面積の約2割。人工林率は35％
○静岡計画区では、大井川、安倍川の源流部など、公益的機能が強く求められる森林を管理
○富士計画区では、我が国の最高峰であり、世界文化遺産に登録されている富士山などを管理

千頭地区千頭地区

大代地区大代地区

梅ヶ島・大平地区梅ヶ島・大平地区
富士山地区富士山地区

金時山地区金時山地区

愛鷹地区愛鷹地区

森林事務所森林事務所

本署本署

治山事業所治山事業所

大井川大井川

安部川安部川

富士川富士川

明神峠・大洞山地区明神峠・大洞山地区

千頭地区

大代地区

梅ヶ島・大平地区
富士山地区

金時山地区

愛鷹地区

森林事務所

本署

治山事業所

大井川

安部川

富士川

明神峠・大洞山地区
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署長

総務グループ

（総務･経理･管理）

業務グループ

（経営･森林育成･資源活用･土
木･森林ふれあい）

治山グループ

小山第一治山事業所（国直担当）

小山第二治山事業所（民直担当）

次長

森林事務所（６）

森林技術指導官

地域林政調整官

 静 岡
 表富士
 上井出
 沼 津
 千 頭
 南千頭

組織図
（平成29年1月1日現在）○本署のほか、６森林事務所、２治山事業所を設置。
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保護林･レクリエーションの森

○ 管内には、富士山、南アルプス地域を中心に貴重な森林生態系を有する国有林、
森林とのふれあい活動に適した国有林が数多く分布

 南アルプス南部光岳森林
生態系保護地域
（2,945ha）

当エリアは「大井川源流部
原生自然環境保全地域」
（本州唯一）、
「南アルプスエコパーク」
(ユネスコ）としても管理

 阿倍峠オオイタヤメイゲツ
植物群落保護林

（10ha）

 大平コウヤマキ
植物群落保護林

(1ha)
 梅地のアカマツ林

植物群落保護林

（1ha）

 富士山大沢カラマツ・イラモミ・ウラジロモミ群落林木遺伝資源保存林 （252ha）
 浅木塚ヒノキ群落林木遺伝資源保存林 （20ha）
 富士山塒（とや）塚亜高山帯植物群落保護林 （5ha）
 富士山六番低山帯植物群落保護林 （6ha）
 富士山亜高山帯植物群落保護林 （680ha）
 富士山東臼塚低山帯植物群落保護林 （74ha）
 富士山特定地理等保護林 （927ha）
上記保護林を結ぶ富士山緑の回廊（24ｋｍ、2,119ha）

 愛鷹山ブナ・スギ群落
林木遺伝資源保存林

（570ha）

丹沢緑の回廊
（6km、593ha）

 千石平風致探勝林
（265ha）

 飛竜橋
自然観察教育林
（252ha）

 富士山自然休養林
（1,765ha）
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H28年度の主な取組

【千頭地区】
 南アルプスエコパークとして目指す取組の検討

（保全管理、利用の方法について関係機関とともに検討）

 猛禽類の生息調査の実施
 当地区の将来的な取り扱いの検討

（台風被害地の復旧、森林整備の方法等）

【富士山地区】
 富士山世界文化遺産の35％を占める国有林の保全管理

（貴重な森林の保護、景観への配慮、治山事業、普及啓発等）

 シカ被害対策 （先導的な取組は森林･林業白書にも掲載）

 富士山麓エリアでの国民参加の森林づくり
（多数のボランティア団体の活動を指導、森林環境教育の実施）

 富士山裾野の緩傾斜エリアでのヒノキ大面積人工林の施業
（生物多様性、吸収源対策、資源の循環利用等を総合的に検討）

 民有林と隣接したエリアでの民国が連携した施業
（5者で共同施業団地を設定し、当エリアの林業振興に寄与）

【梅ヶ島地区】
当地区は地形、地質的に災害多発地帯であるこ
とから、S30年代に国有林が民地を買い上げ、
治山事業を継続的に実施

【明神峠･大洞山地区】
 民有林直轄治山事業を実施

（H22の台風被害の復旧のため、
国有林のほか、H27から民有林

(小山町）での治山事業を開始）

 民有林と連携した施業
（3者で共同施業団地を設定）

【管内人工林での共通的な取組】
～林業成長産業化への取組～

 国産材の安定供給
（システム販売、計画的な路網整備などを実施）

 森林整備の低コスト化
（伐採・地拵え・シカ柵の一括発注、コンテナ苗

の普及対策などを実施）

 高性能機械、路網整備による列状間伐

【大代地区】
当地区での発生が確認されたナラ枯
れ被害の拡大防止対策を実施

○ 各地区の特徴に対応した保全管理、森林整備、治山事業、
獣害対策などを推進
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H28年度の主要事業（計画）

○ 地拵え、植付 ： 約7ヘクタール
○ 下 刈 り ： 約100ヘクタール
○ 間伐（存置型） ： 約150ヘクタール
○ 間伐（搬出型） ： 約9,500ｍ3を製品生産、うち7,400ｍ3はシステム販売
○ シ カ 対 策 ： シカ柵設置約4km、シカ捕獲（約500頭）
○ ナラ枯れ対策 ： １地域

○ 普 通 林 ： 7箇所、約30ha
○ 分収育林 ： 4箇所、約11ha
○ 分収造林 ： 1箇所、約5ha

○ 新 設 ： 1箇所（1,600ｍ）
○ 改 良 ： 3箇所（擁壁工 2箇所、ストックポイント 1箇所）
○ チャーター契約 ： 3地区に区分して路面補修等を契約
○ 除 草 工 ： 3地区に区分して除草を契約
○ 実施設計 ： 1箇所

○ 国有林直轄 ： 4箇所（山腹工、渓間工等を実施）
○ 民有林直轄 ： 6箇所（山腹工、渓間工等を実施）
○ 実施設計 ： 5箇所

森 林 整 備 事 業

立 木 販 売

林 道 事 業

治 山 事 業
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(参考）管内市町

11市5町
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静岡森林管理署管内国有林位置図

千頭地区

大平地区

大代地区

富士山地区

愛鷹山地区

深沢地区

小山地区

梅ヶ島地区

森林整備施工箇所

治山工事施工箇所

⑦

①②

③④

⑤

⑥

静岡森林管理署における、近年の
大井川流域での治山事業

静岡森林管理署における、近年の
大井川流域での治山事業
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①国有林野内治山事業の実施状況 【千頭地区】平成２７年度実施（本数調整伐） 7.75ha①国有林野内治山事業の実施状況 【千頭地区】平成２７年度実施（本数調整伐） 7.75ha

②国有林野内治山事業の実施状況 【千頭地区】平成２７年度実施（簡易丸太筋工） 181m②国有林野内治山事業の実施状況 【千頭地区】平成２７年度実施（簡易丸太筋工） 181m

施工前 施工後

施工前 施工後
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③国有林野内治山事業の実施状況 【梅地地区】平成２７年度（補正）実施（本数調整伐） 12.96ha③国有林野内治山事業の実施状況 【梅地地区】平成２７年度（補正）実施（本数調整伐） 12.96ha

④国有林野内治山事業の実施状況 【梅地地区】平成２７年度（補正）実施（簡易丸太筋工） 100m④国有林野内治山事業の実施状況 【梅地地区】平成２７年度（補正）実施（簡易丸太筋工） 100m

施工前 施工後

施工前 施工後
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⑤国有林野内治山事業の実施状況 【天狗石地区】平成２６年度実施（山腹工0.25ha）⑤国有林野内治山事業の実施状況 【天狗石地区】平成２６年度実施（山腹工0.25ha）

施工前 施工後

⑤国有林野内治山事業の実施状況 【天狗石地区】平成２６年度実施（渓間工1.0基）⑤国有林野内治山事業の実施状況 【天狗石地区】平成２６年度実施（渓間工1.0基）

施工前 施工後
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⑥国有林野内治山事業の実施状況 【蕎麦粒山地区】平成２５年度実施（山腹工2.01ha）⑥国有林野内治山事業の実施状況 【蕎麦粒山地区】平成２５年度実施（山腹工2.01ha）

施工前 施工後

⑥国有林野内治山事業の実施状況 【蕎麦粒山地区】平成２５年度実施（山腹工2.01ha）⑥国有林野内治山事業の実施状況 【蕎麦粒山地区】平成２５年度実施（山腹工2.01ha）

施工前 施工後
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⑦国有林野内治山事業の実施状況 【大代地区】平成２７年度実施（山腹工1.38ha）⑦国有林野内治山事業の実施状況 【大代地区】平成２７年度実施（山腹工1.38ha）

完成 完成（上部より撮影）完成（対岸より撮影）

⑦国有林野内治山事業の実施状況 【大代地区】平成２７年度実施（山腹工1.38ha）⑦国有林野内治山事業の実施状況 【大代地区】平成２７年度実施（山腹工1.38ha）

施工前 施工後（H26完成） 施工後（H27完成）
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大井川地区民有林直轄治山事業の概要

（大井川流砂系協議会資料）

林野庁関東森林管理局大井川治山センター

平成２８年度
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大井川地区民有林直轄治山事業の概要
大井川上・中流部に位置する大井川・榛原川地区は四万十帯という地質と中央構造線・糸魚川静岡構造線に挟まれ、激しい地殻変動の影響を受けている

ために、岩盤は脆く、浸食が著しく進行し、山地荒廃が進んでいます。

昭和３０年代以降に現静岡市葵区井川以北において電源開発が急速に進み、また、林道網の整備が図られるなどにより、地域の開発が進むと、この地

域の環境保全への関心が高まり、旧東京営林局が、昭和４１年に当該地域の荒廃地を復旧するため、民有林直轄治山事業に着手しました。大井川治山

センターはこの事業を引継ぎ、治山事業を専門に実施する我が国唯一の治山センターとして、平成１３年に川根本町に設置されました。同時に川根本町内

の大井川支流榛原川流域が新しく事業区域として加えられました。

事業実施箇所 位置図

（ 静岡県静岡市葵区田代・小河内地内(41,742ha) ）
（ 静岡県榛原郡 川根本町 元藤川地内 (1,890ha) ）

赤崩

崩壊面積38ha
ボッチ薙

崩壊面積45ha

大井川畑薙湖上流地区 大規模崩壊地

榛原川地区 荒廃状況

ホーキ薙
崩壊面積

26ha

(41,742ha)
静岡県

←大井川河口
（流路168km）

大井川最上流地区 荒廃状況（西俣）

中央構造線

糸魚川静岡構造線

(1,890ha)
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畑薙発電所

大井川地区民有林直轄治山事業 （Ｈ２８年度 実施箇所）

県道60号線
（南ｱﾙﾌﾟｽ公園線）

畑薙第２ダム

畑薙発電所

養魚施設

田代集落

小河内集落

井川湖

井川ダム

保全対象 ： 田代集落 / 小河内集落 / 県道60号 / 市営林道 / 井川ダム / 畑薙発電所 / 養魚施設

東河内

コンクリート床固工外

小河内

コンクリート谷止嵩上工外

大玉沢

コンクリート床固工外

聖沢

簡易法枠工

筑波大学演習林

H28年度末時点施工状況

○区域最上流地区
計画なし

○畑薙湖上流地区
渓間工 92基 （100％）
山腹工 49.57㏊ （100％）

○畑薙湖周辺地区
渓間工 1基 （100％）
山腹工 8.92㏊ （100％）

○井川湖上流地区
渓間工 111基 （ 93％）
山腹工 64.52㏊ （ 93％）

※ （ ）は計画に対する進捗率

畑薙第１ダム
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大玉沢施工状況
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（ボッチ薙） 土砂流出状況 経過

平成27年6月平成23年4月

崩壊面積45ha

全景
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平成20年9月 平成22年10月

平成28年6月

（赤崩）土砂流出状況 経過

全景

崩壊面積38ha
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大井川地区民有林直轄治山事業 （保全対象）

田代集落

小河内集落

井川湖

東

河

内

川

大 井 川

養魚施設

県道60号線
（南ｱﾙﾌﾟｽ公園線）

井川ダム

大
井

川

静岡市営林道
（井川雨畑線）

保全対象 ： 田代集落 / 小河内集落 / 県道60号 / 市営林道 / 井川ダム / 畑薙発電所 / 養魚施設

※写真下が上流
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田代集落 大井川の堆砂状況(H28年）
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( 1,890 ha )

国道362

中部電力変電所
取水ダム

小井平集落

町営藤川林道

元藤川集落

徳山集落

町営蕎麦粒林道

大井川地区民有林直轄治山事業 （Ｈ２８年度 実施箇所）

保全対象 ： 小井平集落 / 国道362号 / 農地（茶畑） / 取水ダム / 変電所 / 町営林道

奥大井県立自然公園
静岡大学演習林

青部集落

榛 原 川 地 区
（静岡県榛原郡川根本町元藤川地内）

大札北沢

簡易法枠工外

東 沢

コンクリート土留工外

二の沢

コンクリート土留工外

ホーキ薙

鋼製筋工外

100崩

簡易法枠工外

H28年度末時点施工状況

渓間工 23基 （92％）
山腹工 43.64㏊ （71％）

※ （ ）は計画に対する進捗率
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大井川地区民有林直轄治山事業 （保全対象）

国道362

榛

原

川

大

井

川

中部電力変電所

取水ダム

町営藤川林道

町営蕎麦粒林道 静岡大学演習林

奥大井県立自然公園

徳山集落

青部集落

保全対象 ： 小井平集落 / 国道362号 / 農地（茶畑） / 取水ダム / 変電所 / 町営林道

③東 沢
①大札薙

②二の沢
④ホーキ薙

⑤１００崩

小井平集落

元藤川集落
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榛原川地区荒廃状況

ゴボウ薙
1,250m大札薙

1,140m

二の沢

東沢

ホーキ薙

崩壊面積２６ha

蕎麦粒山

（標高：1,627m）
▲

山犬段

八丁段 1,562m

大札山
1,374m

▲

大札北沢

北の沢
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榛原川地区
ゴボウ薙施工状況
（H２７年度概成）
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田代調整池ダムに関する土砂崩落への課題

東京電力パワーグリッド株式会社

平成２９年 ２月 ７日
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田代調整池ダムの位置

田代調整池ダム
ダム分類 第４類

ダム型式 コンクリート重力
ダム完成年月 昭和3年11月
ダム高 17.30(ｍ)
堤頂長 108.47(ｍ)

集水面積 　 1.1(㎞2)

湛水面積 0.028(㎞2)

総貯水容量 220.0(千ｍ3)

有効貯水容量 152.8(千ｍ3)
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大井川

田代調整池

流沢
田代調整池ダム

取水堰

取水口

◆田代調整池は、田代川第二発電所の発電用水を調整するために建設した調整池。
◆調整池は、大井川本川に取水堰を設け、堰左岸の取水口から制水門を介して流入

する構造となっている。
◆河川増水時には堰左岸の制水門を全閉して、調整池への流入を遮断することから

大井川本川からの流入による土砂堆積は軽微である。
◆調整池には流沢が流入しており、台風などの大雨時には土砂が流入するため、

調整池への土砂堆積は流沢からの土砂が支配的となっている。

大井川

至発電所

至調整池
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流沢

崩壊地

堆積土砂

◆流沢からの土砂流入は、以前から発生していたものの、上流の崩壊地の拡大に より
年々流入土砂量は増加し、平成２６年からは毎年大量の土砂が流入し始めた。
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◆流沢からの土砂流入は、以前は軽微であったことから、調整池への堆砂状況
を踏まえ、３年～８年／回の頻度で堆積土砂の排除を実施していた。

◆流沢上流の崩壊地の拡大により、平成２６年からは大量の土砂 が調整池に
流入し始め、押し出した土砂は右岸まで達して調整池を分断する状態となって
しまうことから、平成２６年から１～２回 ／年の頻度で堆積土砂の排 除を実施
している。

◆堆積土砂の排除には、流沢の土砂が押し出す調整池左岸にはアクセス道路
がないため、調整池を抜水して実施する必要があるとともに、多額の排除費用
も発生する。

◆堆積土砂の排除にあたっては、短期間で低価での排除を行うこととし、調整池
分断状態の土砂は掘割・開削で通水を確保するとともに、一部土砂はＨＷＬ
より上部に仮置きするなど、応急対策的な排除となっている。

◆将来的には、流沢に土砂流入を抑制する砂防施設の設置や、大規模な土砂
排除が必要となってくる。
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平成29年2⽉7⽇
発電カンパニー 再⽣可能エネルギー事業部

第１回⼤井川流砂系協議会 資料
「⼤井川上流のダム堆砂問題について」
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⼤井川上流のダム堆砂問題について

１．⼤井川⽔系⽔⼒発電所および下流利⽔の概要

２．畑薙第⼀ダム・井川ダムの堆砂状況
（１）堆砂の推移
（２）有効容量の推移と予測

３．畑薙第⼀ダム・井川ダムの堆砂に関する課題

４．課題解決に向けた当社の取り組み
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川口発電所

湯山発電所

大間発電所

大井川発電所

久野脇発電所

大井川ダム
（大井川ダム管理所）

横沢川第二ダム

二軒小屋発電所

赤石沢発電所

赤石発電所畑薙第一発電所

畑薙第一ダム

畑薙第二ダム

井川ダム
（井川ダム管理所）

赤石ダム

大井川水系

大井川

赤石沢川

寸又川

横沢川

境川

千頭ダム

大間ダム

寸又川ダム

境川ダム 塩郷ダム
（塩郷ダム管理所）

笹間川ダム

国土交通省 長島ダム
（長島ダム管理所）

畑薙第二発電所

井川発電所

奥泉発電所

奥泉ダム

東河内発電所

笹間川

西俣川

発電所名 最⼤出⼒
（kW）

使⽤⽔量
（m3/s）

⼆軒⼩屋 26,000 11.00
⾚⽯沢 19,000 7.00
⾚⽯ 40,500 28.00

畑薙第⼀ 86,000 160.00
東河内 170 0.55

畑薙第⼆ 86,600 62.00
井川 62,000 80.00
奥泉 92,000 60.00
湯⼭ 23,700 18.92
⼤間 16,500 23.10

⼤井川 68,200 72.35
久野脇 32,000 78.00
川⼝ 58,000 90.00

１３発電所
１４ダム（当社１３ダム）

１． ⼤井川⽔系の⽔⼒発電所とダム
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１． 下流利⽔

御前崎市

袋井市

掛川市

菊川市 牧之原市

吉田町

島田市

焼津市

藤枝市

川口発

⼤井川農業⽤⽔
（８市１町）

赤松発電所
（特種東海製紙（株））

国営牧之原用
水東遠工業用水

大井川広域水道用水

神座分水工

神座用水

小笠幹線

東遠工業用水
上下井用水

島田市上水

赤松幹線

木屋注水他

新東海製紙
工業用水

予備取水口（廃止）

利水供給量39m3/s

⼤規模貯⽔池を有する畑薙第⼀
ダム・井川ダムは、下流域の⽔瓶

川口
発電所
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２．畑薙第⼀ダム・井川ダム
【井川ダム】【畑薙第⼀ダム】
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放⽔管
EL 865

２．（１） 畑薙第⼀ダムの堆砂の推移

距離（ｍ）

平成２５年度 （ ）内：建設時
（千ｍ３）

堆砂率
（％）

年平均堆砂量
（千m3/年）

総容量 有効容量 総
堆砂量

総
容量

有効
容量

総
容量

有効
容量

61,448
(107,400)

53,880
(80,000) 45,952 42.8 32.7 901 512

⽔圧鉄管
呑⼝
EL 884 

H.W.L  942

L.W.L  898

運開S37

・年平均で約90万㎥もの土砂が流入し貯水容量が減少
・堆砂率 約43%
・放水管の前面の浚渫（H10年頃～）

標高（EL.ｍ）

800 

850 

900 

950 

1,000 

1,050 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 

S37
元河床

S45
S53

S63

H10 

H20 

H25 畑薙橋
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２．（１）畑薙第⼀ダム上流部の堆砂状況

崩壊地からの土砂流入量が非常に多く、流入端の河床上昇が著しい

畑薙第⼀ダム

畑薙橋

⾚崩

【畑薙橋付近】 【⾚崩からの⼟砂の流⼊状況】
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２．（１） 井川ダムの堆砂の推移

平成２５年度 （ ）内：建設時
（千ｍ３）

堆砂率
（％）

年平均堆砂量
（千m3/年）

総容量 有効容量 総
堆砂量

総
容量

有効
容量

総
容量

有効
容量

105,638
(150,000)

97,403
(125,000) 44,362 29.6 22.1 792 493運開S32

・年平均で約80万㎥もの土砂が流入し貯水容量が減少
・堆砂率 約30%
・放水管と排砂管の前面の浚渫（H10年頃～）

県道（田代）

距離（ｍ）

放⽔管
EL 約592

排砂管
EL 約591

標高（EL.ｍ）

550 

600 

650 

700

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 

H.W.L  665.4

L.W.L  620.4
S32
元河床

S40
S53

S63

H10 

H20 

H25 
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２．（１）井川ダム上流部の堆砂状況

台⾵襲来前（H23.3） 台⾵襲来後（H23.10）

【⽥代キャンプ場付近】

井川ダム

⽥代キャンプ場付近

Ｈ２４年度 河床整形を実施

40



２．（２）有効貯⽔容量の推移と予測

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050

有効容量
（万m3）

年

畑薙第一＋井川

畑薙第一

井川

約94万
m3／年

・一次元河床変動計算結果から算定
・2004年～2013年（至近10年）の実績流量を繰り返し

実 績（～2013） 予 測（2014～）

畑薙第一ダムと井川ダムの有効貯水容量の合計は年平均約94万m3減少

約1億５千万m3

（2013年）
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３．畑薙第⼀ダム・井川ダムの堆砂に関する課題

（１）年平均約94万m3もの⼟砂流⼊による有効貯⽔容量
の減少に伴い、下流利⽔への供給機能が低下

⇒ 流⼊⼟砂抑制、⼟砂移動、排砂放流等の対策

（２）ダム上流部の河床上昇に伴い、周辺浸⽔域が拡⼤
⇒ 嵩上げ、⼟砂移動等の対策

膨⼤な量の⼟砂流⼊に対しては、下流への⼟砂還元、
治⼭・砂防による⼟砂流⼊抑制等の対策について、
関係者が協⼒して進める必要がある。
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（１）下流利⽔への供給信頼度の確保
（利⽔供給のためのバックアップ⽤の放流施設維持）

⇒ 井川ダム ：排砂管・放⽔管前⾯の浚渫
⇒ 畑薙第⼀ダム：放⽔管前⾯の浚渫

（２）河床上昇による浸⽔リスクの低減
⇒ 貯⽔池の低⽔位運⽤による⼟砂の死⽔域への引き込み
⇒ 重機による河床整形

４．課題解決に向けた当社の取り組み
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放⽔管
EL 約592

排砂管
EL 約591

標高（EL.ｍ）

550 

600 

650 

0 2,000 4,000 

H.W.L  665.4

L.W.L  620.4

４．（１）下流利⽔への供給信頼度の確保

⾄近年では、平成23年の台⾵に伴う⼤規模出⽔により著しく⼟砂が堆積
⇒ 井川ダム：排砂管・放⽔管前⾯の浚渫 H26〜H27年 約４万m3

（前回 H10〜H11年 約４万m3）
⇒ 畑薙第⼀ダム：放⽔管前⾯の浚渫 H27〜H28年 約2.5万m3

（前回 H16〜H17年 約１万m3）

【井川ダム】

【排砂管前面部縦断図】

排砂管
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沈設箇所

浚渫箇所

期間：平成26年11⽉〜平成27年8⽉

井川ダム

４．（１）浚渫⼯事の概要

【クラブ浚渫】

【浚渫土袋詰め・沈設】

クラブ浚渫した⼟砂を袋詰めし、流⽔阻害のない死⽔域に沈設
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⽔位35m

４.（２）貯⽔池の低⽔位運⽤による⼟砂の死⽔域への引き込み

⽔位を低下し⼟砂掃流⼒を増加させることにより、死⽔域へ⼟砂を引き込む

平成１７年運⽤実績
・井川ダム満⽔位４５ｍ→制限⽔位３５ｍ（７⽉〜９⽉）
・出⽔時に⽔位低下操作実施（３回）
・⽥代地区河床低下に効果あり

平成２４年運⽤実績
・井川ダム満⽔位４５ｍ→制限⽔位３５〜３７ｍ（６⽉〜９⽉）
・⼗分な効果がなく、河床整形へ計画変更

ダ
ム

【低⽔位運⽤のイメージ】

⽔位低下
⽔位45m

⽔位低下により
掃流⼒の増加、堆砂移動

〇河道部
流速：速い

〇貯⽔池
流速：遅い

流⼊端部で掃流⼒
が低下して堆積
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４．（２） 重機による河床整形

井川オートキャンプ場

河床整形範囲

土砂移動先

井川ダム上流部の⽥代地区 ⼟砂移動量 6.4万ｍ３

田代地区
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長島ダムの堆砂状況・対策について

「第1回 大井川流砂系協議会資料」

長島ダム管理所

平成29年2月７日
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型式 重力式コンクリートダム
堤高 109ｍ（ダム天端標高EL.482.0m）

堤頂長 308.0ｍ

流域面積 534.3ｋｍ２

湛水面積 2.33km２

総貯水量 78,000千ｍ３

長島ダムの概要

水系名：大井川水系大井川
所在地：静岡県榛原郡川根本町

長島ダム：国土交通省

（管理開始：平成14年4月【14年経過】）

目的 ・防災操作（洪水調節）
・流水の正常な機能の維持
・水道
・かんがい
・工業用水（平成19年4月より）

長島ダム位置図

長島ダム全景
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至近10か年平均降雨量

至近10か年平均3309mm

流域の概要

 大井川は、静岡県の中央部を南北に貫流している、流域面積
1,280km2、流路延長168kmの一級河川である。

 源流は南アルプス（赤石山脈）で地形が非常に急峻で、中央
構造線、糸魚川-静岡構造線に挟まれ地質は脆弱である。

 降水量は山間部で約2,400～3,000㎜、平野部で約2,000㎜で
あり、日本屈指の多雨地帯となっている。

 ダム地点の至近10か年の年降水量は2,476～4,829㎜、平均
年降水量は3,309㎜（平成18年～27年の平均）であり、全国の
平均年降水量1,690㎜※1の約2.0倍となっている。

中部地方の主な河川の河床縦断図

長島ダム

長島ダム平均年降水量

長島ダム周辺の等雨量線図（平均年降水量）

※1.平均年降水量：1981～2010年の平均値

気象庁観測資料より国土交通省水資源部作成（出典：平成27年版日本の水資源）

※等雨量線降水量：1979～2000年の平均値
（出典：静岡河川事務所HP 第１回大井川流域委員会 資料６）51



防災操作計画

長島ダム地点における計画最大流入量6,600m3/s（1/100年雨量確率）のうち、1,600m3/sを
一定率一定量放流方式により調節して5,000m3/sに低減させ、上流ダム群と併せて、治水
基準点（神座地点）の洪水流量11,500m3/sを9,500m3/sに低減させる計画である。

≪暫定操作≫

大井川の直轄区間より上流の洪水に対する安全性を段階的に高めるために、既往最大（S40.9洪
水）の洪水規模で家屋浸水被害を可能な限り受けないようにする。

現在は下流域の状況に合わせて長島ダム地点の流入量4,800m3/s（1/40年雨量確率）の
内2,550m3/sを調節して、2,250m3/sに低減させる暫定操作を行っている。

平成3年9月台風18号による被災状況
（千頭地区：68k付近）

（出典：静岡河川事務所HP 第１回大井川流域委員会 資料６）

計画操作 暫定操作S44.8型 S44.8型
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長島ダムによる利水の現状

 流水の正常な機能の維持
下流の既得用水の補給等、流水の正常な機能の
維持と増進を図るため、長島ダム地点で0.7m3/s、
JR東海道線鉄橋地点で9.0m3/sの流量を確保す
るための補給をしている。

 かんがい用水
牧之原地区の農地に、最大3.045m3/sのかんが
い用水を補給することができる。

 水道用水

静岡県大井川広域水道企業団に、最大5.8m3/s
の水道用水を補給することができる。

 工業用水
東遠工業用水道企業団に最大0.2m3/sの工業
用水を補給することができる。

大井川水系用水区域図

[日最大：501,120m3/日]

[日最大：17,280m3/日]

[かんがい面積：5,145ha]

JR橋地点
(正常流量基準地点)

長島ダム
川根本町

山梨県
長野県

静岡県

神座地点

長島ダム直下地点
(維持流量基準地点)

（出典：長島ダム流域図）
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堆砂状況(1)

 平成27年度末現在の堆砂状況

ダム完成後１４年を経過し、全堆砂量は3,643千m3、堆砂率は約３６％であり、当初計画よ
りも堆砂が進行している。

平成23年では、立て続けの大きな出水（最大流入量1,185m3/s、1,612m3/s、1,870m3/sの3
回）に伴い土砂流入量が多く、近年も土砂流入量の多い傾向が継続している。

測
量
手
法
の
変
更

堆砂状況の経年変化 54



堆砂状況(2)

 ダム天端 EL.482.0m 

洪水時最高水位 EL.480.0m 

洪水貯留準備水位 EL.453.0m 

最低水位 EL.432.0m 

有効貯水容量 

68,000 千 m3 

洪水期利水容量 21,000 千 m3 

堆砂容量  10,000 千 m3 

総貯水容量 

78,000 千 m3 

治水容量  470,000 千 m3 
長 

 

島 
 

ダ 
 

ム 

 平成27年度末現在の堆砂状況

【全堆砂量】3,643千m3

【有効容量内堆砂量】2,513千m3

【堆砂容量内堆砂量】1,130千m3

【経過年数】14年

【全堆砂率（総貯水容量に対する）】 4％

【堆砂率（堆砂容量に対する） 】 36％

【有効容量内堆砂率】 4％
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最深河床高の推移

堆砂状況(3)

洪水時最高水位EL480.0m
平常時最高貯水位EL470.0m

洪水貯留準備水位EL453.0m

最低水位EL432.0m

呑口敷高EL.422.39m

 堆砂対策として、貯水池上流端に貯砂ダムを設置し

ている。

 平成27年度末時点における貯砂ダムの堆砂率は約

63％である。

 平成28年度までに約187千m3の堆積土砂を掘削除去

し、貯水池への土砂流入を軽減している。

長島ダム 貯砂ダム
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大井川指定区間における堆積土砂排除の取組み等

平成29年2月7日 静岡県交通基盤部河川砂防局

焼津海岸（県管理）におけるモニタリング状況
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大井川堆積土砂排除５か年計画

 堆積土砂による洪水被害の防止と、砂利の適正な利用を図るため、静岡県では、
昭和５６年度より県管理区間において毎年横断測量を行っている。

 昭和６３年度からは、県、地元市町、中部電力で構成する大井川堆積土砂排除対
策協議会において、堆積土砂排除５か年計画を策定し、民間による砂利採取によ
り、年間425千m3を目標に堆積土砂の排除を行っている。

 また、毎年度、砂利採取等の円滑な実施を図るため、県、地元市町、中部電力、漁
協、砂利組合等の関係者で構成する大井川砂利対策協議会を開催し、各年度に
おける具体的な堆積土砂排除計画を決定している。

大井川堆積土砂排除対策協議会

【モニタリング】
測量等により土砂動
態を把握し、適切な
土砂管理に生かす。

・測量データ等を基に県で作成した計画案について協議
・堆積土砂排除５か年計画の策定

・当年度の堆積土砂排除実績の確認
・来年度の堆積土砂排除計画の決定大井川砂利対策協議会

堆積土砂の排除
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堆積土砂排除５か年計画 位置図

基図：浸水想定区域図（H24.4作成）

川根本町役場◎

島田市

川根本町

川根本町

島田市福用

笹間渡鉄橋
36.0k

区
分

①
L
=
1
2
.0

km
区

分
②

L
=
1
0
.8

km

区
分

②

塩郷えん堤
46.8k

淙徳橋
56.8k

神座 24.0k

長島ダム

千頭

H27排除箇所

川根本町徳山での排除状況

徳山

水川

下泉

大和田

青部

田代

田野口

下長尾

久野脇

地名

笹間渡

抜里

家山

丹原

渡島
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 上記排除量は、砂利採取法の採取計画認可及び河川法の土石採取許可に定めた採取量の上限を示すも
のである。

 洪水等により土砂堆積量に著しい変動が生じた場合は、大井川砂利対策協議会における協議の上、大井
川堆積土砂排除対策協議会に諮り、排除計画量を見直す場合がある。

 区分①と②の排除量は、前年度の河川測量の結果等に基づき、治水上の効果が認められる場合かつ河
川管理上支障がないと認められる場合には、合計量の範囲内で相互に増減することができる。

 今後、区分③と④での土砂排除を推進し、治水安全度の向上を図るため、河川管理者である県は、新たな
施策を含め、具体的な取組みの検討を進める。

［単位：千m3］

26 27 28 29 30

①
島田市福用から
笹間渡鉄橋（大井川鐡道）まで
24㎞～36㎞

20 20 20 20 20 100

②
笹間渡鉄橋（大井川鐡道）から
塩郷堰堤下流まで
36㎞～46.8㎞

20 20 20 20 20 100

③
塩郷堰堤上流から
淙徳橋まで
46.8㎞～56.8㎞

240 240 240 240 240 1,200

④
淙徳橋から
寸又川合流点まで
56.8㎞～72㎞

95 95 95 95 95 475

375 375 375 375 375 1,875

⑤

寸又川流入土砂対策
特別排除（田野口～寸又川合
流点まで）
54㎞～72㎞

50 50 50 50 50 250

425 425 425 425 425 2,125

小　計

合　計

年　度
合　計区　分

第６次（H26～H30） 大井川堆積土砂排除５か年計画
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大井川土砂排除計画の実績と今後
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3
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2
63

3
31

2
74

3
30

2
90

Ｈ1 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

年度

土
量

（
千

ｍ
3
）

治水対策等

特別排除

排除計画

375千ｍ３

第１次 第２次 第３次 第４次 第５次

425千ｍ３

排除量の減少

堆積土砂排除の実績①

◎ 堆積土砂排除５か年計画 ： 375千ｍ3

◎ 平成6年度より特別排除（寸又川流入土砂対策） ： 50千ｍ3

※ 治水対策等により
堆積土砂排除計画
以上に採取したもの

※
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【単位：千m3】

H1 H2 H3 H4 H5 計 H6 H7 H8 H9 H10 計 H11 H12 H13 H14 H15 計
島田市福用から 計画 45 20 20 20 20 125 20 20 20 20 20 100 20 20 20 20 20 100
笹間渡鉄橋まで 実績 78 30 20 20 20 168 60 60 50 50 20 240 20 20 20 20 20 100
24km～36km
笹間渡鉄橋から 計画 100 135 195 195 195 820 145 145 145 145 145 725 115 115 115 115 115 575
塩郷堰堤下流まで 実績 67 135 195 175 195 767 115 115 115 115 145 605 115 115 100 95 90 515
36km～46.8km
塩郷堰堤上流から 計画 180 180 120 120 120 720 165 165 165 165 165 825 195 195 195 195 195 975
淙徳橋まで 実績 180 180 134 120 120 734 165 165 165 165 165 825 165 150 210 215 220 960
46.8km～56.8km
淙徳橋から 計画 50 40 40 40 40 210 45 45 45 45 45 225 45 45 45 45 45 225
寸又川合流点まで 実績 60 76 64 60 40 300 45 45 45 45 45 225 75 90 45 45 45 300
56.8km～72km

計画 375 375 375 375 375 1,875 375 375 375 375 375 1,875 375 375 375 375 375 1,875
実績 385 421 413 375 375 1,969 385 385 375 375 375 1,895 375 375 375 375 375 1,875

特別排除 計画 0 0 0 0 0 0 50 50 50 50 50 250 50 50 50 50 50 250
田野口から寸又川合流点まで 実績 0 0 66 65 50 181 103 50 50 50 50 303 60 82 70 70 75 357
5４.０km～72km

計画 375 375 375 375 375 1,875 425 425 425 425 425 2,125 425 425 425 425 425 2,125
実績 385 421 479 440 425 2,150 488 435 425 425 425 2,198 435 457 445 445 450 2,232

【単位：千m3】

H16 H17 H18 H19 H20 計 H21 H22 H23 H24 H25 計
島田市福用から 計画 20 20 20 20 20 100 20 20 20 20 20 100
笹間渡鉄橋まで 実績 20 20 20 20 20 100 20 20 20 20 20 100
24km～36km
笹間渡鉄橋から 計画 85 80 75 70 65 375 20 20 20 20 20 100
塩郷堰堤下流まで 実績 85 80 75 70 65 375 20 20 20 20 20 100
36km～46.8km
塩郷堰堤上流から 計画 195 195 195 195 195 975 240 240 240 240 240 1,200
淙徳橋まで 実績 195 195 195 195 195 975 151 155 184 240 200 930
46.8km～56.8km
淙徳橋から 計画 75 80 85 90 95 425 95 95 95 95 95 475
寸又川合流点まで 実績 75 80 52 57 57 321 35 86 0 0 0 121
56.8km～72km

計画 375 375 375 375 375 1,875 375 375 375 375 375 1,875
実績 375 375 342 342 337 1,771 225 281 224 280 240 1,251

特別排除 計画 50 50 50 50 50 250 50 50 50 50 50 250
田野口から寸又川合流点まで 実績 50 50 46 46 45 237 38 50 50 50 50 238
5４.０km～72km

計画 425 425 425 425 425 2,125 425 425 425 425 425 2,125
実績 425 425 388 388 382 2,008 263 331 274 330 290 1,489

3次
区　分

①

②

③

④

1次 2次

4次 5次

①

小　計

⑤

合　計

区　分

⑤

合　計

②

③

④

小　計

堆積土砂排除の実績②

第５次５か年計画（H21～
H25）における砂利採取実績
は、各年度の総排除量42.5万
m3に対し、５か年の平均で約
30万m3（計画量の70％)に落
ち込んでいる。

【近年の実績】
H26 計画 42.5万m3

実績 26.3万m3（62％）
H27 計画 42.5万m3

実績 26.2万m3（62％）
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計画河床

平均河床高算出の考え方

区分① 区分② 区分③ 区分④
笹
間
渡
鉄
橋

塩
郷
堰
堤

淙
徳
橋

島田市側では、計画河床より低い状況であるが、川根本町側の
塩郷堰堤直下流では計画河床より高い。平成24年度は、概ね
平成20年度と変わらない。

全体的には計画河床よりも高い状況にあるが、経年的に低下
傾向。平成24年度は、概ね平成20年度と変わらない。

全体的に計画河床よりも高い状況にあるが、変動は大きくない。
60.8kmから上流は若干の低下傾向がみられる。

平均河床高の経年変化 【定期横断測量】
計測区間 24.0～72.0ｋ
横断測量間隔 400m （120測線）

63



堆積土砂量算出の考え方

区分① 区分② 区分③ 区分④

計画河床

塩
郷
堰
堤

笹
間
渡
鉄
橋

淙
徳
橋

島田市側では、計画河床より少ない状況であるが、川根本町側
の塩郷堰堤直下流では計画河床より多い状況となっている。

全体的に減少傾向にあるが、平成20年度に比べて増加した箇所
（51.6km～53.6km）がみられる。

全体的に近年、変動は少ない。63.6kmから上流は若干の低下傾
向にある。

堆積土砂量の経年変化
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区分④：391万㎥

全体：194万㎥

区分③：84万㎥

区分①：-132万㎥

区分②：-149万㎥

各区分の堆積土砂量の経年変化

計画河床

 全ての区分（全体も含む）において、経年的に減少している。全体で見ると、昭和63年度に比べ平成24年
度は約1/3に減少しているが、依然として、計画河床に対して194万m3の土砂が堆積している。

 区分①と②は、計画河床より少ない状況であるが、区分③と④では、計画河床に対して土砂が堆積してい
る。特に、区分④は、多くの土砂（391万m3）が堆積している。

 区分②と③は、平成23年度から24年度にかけて若干増加しており、今後の動向に注意する必要がある。

65



近年における静岡県実施河床掘削実績

年度 事業名 掘削箇所 掘削量（m3） 掘削土の活用

H25 局地豪雨緊急対策事業 川根本町千頭 29,500 大井川下流部（島田市身成）の築堤盛土
国道362号青部バイパスの路体盛土

河川改良 川根本町田代 2,900 国道362号青部バイパスの路体盛土

H26 局地豪雨緊急対策事業 川根本町千頭 16,700 大井川下流部（島田市身成）の高水敷に仮置き
⇒ 海岸の堤防盛土への活用を検討

河川改良 川根本町田代 2,700 国道362号青部バイパスの路体盛土

H27 豪雨対策緊急整備事業 川根本町青部 7,700 大井川下流部（島田市身成）の河床低下箇所に投入

河川改良 川根本町田代 1,300 大井川下流部（島田市身成）の河床低下箇所に投入

計 60,800

H25河床掘削完了区間の状況（川根本町千頭）

川根本町

千頭

掘削箇所

青部

田代

県河床掘削実施箇所 位置図
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その他の取り組み

指定区間（中流七曲りブロック）河川整備計画の策定
 大井川水系中流七曲りブロックは、島田市神座～川根本町梅地（長島ダム下流）までの58.6kmの大井川

本川と、流入する県管理の22支川を対象としている。
 平成28年7月19日に『大井川水系中流七曲りブロック流域委員会』を設立し、平成30年度頃の策定を目

指して河川整備計画の検討を進めている。

大井川中流域浸水対策事業
大井川中流域における治水安全度を短期的に向上させるため、平成元年度より事業を実施し、堤防補強や
護岸整備を行うとともに、沿川の環境整備を図っている。

島田市鍋島地先の護岸整備状況 川根本町青部地先の堤防・護岸整備状況
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１．位置

２．モニタリング実施状況
測量内容：空中写真撮影
実施時期：12⽉〜1⽉

実 績：平成25年度から毎年度実施
平成25年12⽉汀線位置

平成25年12⽉から平成28年12⽉ま
で、汀線の位置の変化は⾒られない。

平成28年12月撮影

駿河海岸（焼津工区）

３．海岸の状況

⼤井川⽔系及び駿河湾
総合的な⼟砂管理の取り組み

連携⽅針
海岸領域 L=約12.1㎞

焼津海岸（田尻地区）

焼津漁港海岸

焼津海岸（⽥尻地区）
県管理区間 L=287m

平成25年12月撮影

焼津海岸（田尻地区）のモニタリング
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⼤井川河道整備検討会の概要報告

平成29年2⽉７⽇
中部地⽅整備局 静岡河川事務所
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⽬ 次

１．背景（現状の課題：河道掘削・樹⽊伐採の必要性）

２．⼤井川⽔系河川整備計画の概要

３．⼤井川河道整備検討会の規約

４．検討会及び今後の検討の枠組み

５．現在までの検討状況及び今後の予定

６．現時点での掘削⽅針（案）
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高
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距離標(km)

低水路平均箇所高 H21測量

H27.6測量

H21年河道を基準

１．背景：現状の課題（河道掘削・樹⽊伐採の必要性）

○整備計画検討時（Ｈ２１）の河床と最新の河床高（Ｈ２７）を比較すると河口部等で、河床が上昇している。
また平成29年度までの工事（牛尾開削完了）を反映させた河道で、整備計画流量を流下させたとき、主に河口部付近
（-0.4k～2.4k）や牛尾山付近（18.6k～19.4k）において河積不足となっており、河道掘削等の水位低下対策が必要で
ある。

太平橋 富士見橋

東名高速道路橋

大井川新橋 東海道新幹線 谷口橋 島田大橋

蓬莱橋

東海道本線

大井川橋

新大井川橋 新東名高速道路

新水路橋

小笠幹線水路橋

旧大井川サイフォン

基準地点 神座牛尾狭窄部
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整備計画流量（8,100m3/s）

HWL評価（H29末河道）

整備計画検討時河床(H21)と最新河床（H27）を
比較すると河口部で河床が上昇している。

低水路平均河床高
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１．背景：現状の課題（河道掘削・樹⽊伐採の必要性）

○現況河道（ H27.6 測量河道）における流下能力は、主に河口部付近（-0.4k～2.4k）や牛尾山付近（18.6k～
19.4k）において満足していない結果となっている。

流下能力不足区間

航空写真（H27年3月撮影）

流下能力不足区間
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２．⼤井川⽔系河川整備計画の概要

■河川整備計画において目標とする河道整備流量

■河川整備計画（治水）の主な整備位置図

■河川整備計画（概ね30年間）での主な整備内容

橋梁

距離標

堤防

堤防不必要区間
（山付き）

大臣管理区間

完成堤防区間

築堤必要区間

浸透対策

高水護岸整備

低水護岸整備

高水敷整備

堤防整備

凡 例

地山掘削

河道掘削

樹木伐開

河道掘
削

樹木伐
開

河川整備・浸透対
策

高水敷整備

低水護岸整
備

整備イメージ
図

河道掘削

河道掘削

地山掘削

牛尾山

大井川新サイフォン

○平成23年10月に策定された「大井川水系河川整備計画」において、河川整備基本方針の整備水準に向けて段階的に整
備を進めることとし、大井川の大臣管理区間における当面の整備目標は、基準地点の神座で概ね50年に1度経験するよう
な流量（9,500m3/s）を安全に流下させることが可能となる。なお、既存の洪水調節施設で洪水調節することにより、河
道では8,100m3/sを安全に流下させることが可能となる。この整備計画の主な整備内容のうち、河口部付近及び牛尾山付
近の水位低下対策（河道掘削等）が位置づけられている。
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２．⼤井川⽔系河川整備計画の概要

■良好な自然環境の保全・再生

○良好な自然環境の保全・再生のための取り組みを行うにあたり、地域住民や関係機関と調整・連携に努める。

○河川整備においては、多自然川づくりにより整備することとし、瀬・淵の消失等の河川環境に影響を与える恐れがある場
合には、その影響の低減を図るため堤防、護岸、河道掘削等の施工形状、工法等の工夫に努める。

■動植物の生息・生育地の保全・再生

○砂礫河原は、コアジサシが繁殖場として利用し、カワラバッタ等の特徴的な
昆虫が生息しており、また砂礫河原に続く水辺の瀬・淵、ワンドにはトノサマ
ガエルが生息する等、流れのある水辺とは異なる生物相を呈していることか
ら、それらの保全に努める。

○河口部は、アユをはじめとする回遊性魚類の遡上経路となっており、貴重な
地下水生のミミズハゼ類も生息しており、さらに河口付近を含む瀬はアユや
シロウオ等の産卵場となっており、河口沿岸はアユカケの産卵場となってい
ることから、それらの生息環境の保全に努める。

○ムシトリナデシコやシナダレスズメガヤ等の外来種については、侵入状況の
調査を継続し、必要に応じて関係機関や地域住民及び住民団体等と調整・
連携し駆除に努める。

○貴重な動植物については生息箇所及び生息環境の保全に努め、必要に応
じて移植等の検討を行う。

シナダレスズメガヤ（要注意外来
種）

コアジサシ（EN）

アユ

○大井川水系河川整備計画には、【河川環境の整備と保全に関する事項】に「良好な自然環境の保全・再生」と 「動
植物の生息・生育地の保全・再生」等で河川環境の保全に努めることとしている。
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３．⼤井川河道整備検討会の規約

別表
委 員 名 簿

（規約第三条第１項関係）
○大井川水系河川整備計画に位置づけられた河道掘削を中心とした水位低下対策を円滑に実施するため、学識経験を
有する者が対策について意見を述べることを目的として、大井川河道整備検討会を設置した。

大井川河道整備検討会 規約 

 
（名 称） 
第 1 条 本会は、「大井川河道整備検討会」（以下「検討会」という。）と称する。 
（目的及び設置） 
第 2 条 検討会は、緊急的な治水安全度向上のため大井川水系河川整備計画に位置づけら

れた河道掘削を中心とした水位低下対策を円滑に実施するため、学識経験を有す

る者が対策について意見を述べることを目的として、国土交通省中部地方整備局

静岡河川事務所（以下「事務所」という。）が設置する。 
（組織等） 
第 3 条 検討会の委員は事務所が委嘱し、別紙のとおりとする。 
   ２．委員の任期は平成 30 年 3 月 31 日までとし、再任は妨げない。 
   ３．必要に応じて臨時に委員以外の学識経験を有する者を招聘することができる。

     なお、臨時委員の任期は、委員の任期に準じて平成 30 年 3 月 31 日までとする。

   ４．検討会は、必要に応じて専門的な知識を有する者を招請し、意見等を聴くこと

ができる。 
（情報公開） 
第 4 条 検討会は原則公開とし、検討会資料及び議事録についても同様とする。 
（会 議） 
第 5 条 検討会には委員長を置くこととし、委員長、委員は別紙のとおりとする。 
   ２．委員長は検討会の議事を進行する。 
   ３．委員長に事故があるときは、委員の中より代行を選任する。 
（事務局） 
第 6 条 検討会の事務局は、国土交通省中部地方整備局静岡河川事務所が行う。 
（規約の改正） 
第 7 条 本規約の改正は、検討会委員総数の過半数の同意をもってこれを行う。 
（雑則） 
第 8 条 本規約に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、委員の意見を聴

いて検討会が定める。 
付則 
（施行期日） この規約は、平成 28 年 8 月 31 日から施行する。 
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４．検討会及び今後の検討の枠組み

短期的な取り組み【５年程度】

流下能力不足により、河川整備計画で河道掘削が位置
づけられている箇所において、特に近年河床が上昇傾
向にある箇所（河口部）を緊急的に流下能力を向上させ
るため、河道掘削・樹木伐採を実施する。

長期的な取り組み【短期以降】

大井川河道整備検討会にて、検討する。

流砂系の観点から見た長期的なスパンでの総合的な土
砂管理を実施する。

総合土砂管理計画検討委員会にて、検討する。
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５．現在までの検討状況及び今後の予定

○大井川河道整備検討会では、環境に配慮した河道掘削・樹木伐採の方針を確認している。今後は方針に基づき、具
体的な掘削方法及びモニタリング計画を提案する予定です。

○平成２８年２月

準備会開催 ・大井川における現状と課題の情報共有
・検討会の規約の確認

○平成２８年８月

第１回大井川河道整備検討会 開催

・規約の承認
・現状の課題の整理
・物理環境や重要種等に配慮した掘削方針の確認
・今後のスケジュールの確認

○平成２９年３月予定

第２回大井川河道整備検討会 開催予定

・具体的な掘削方法及びモニタリング計画の確認

○平成２９年８月予定

第３回大井川河道整備検討会 開催予定

・具体的な掘削方法（時点修正）
及びモニタリング計画（時点修正）の確認
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掘削方針 ・澪筋を保全、流水部の掘削は実
施しない

・掘削は平水位以上の陸上にとど
める

第１回検討会
での意見

・掘削箇所は変動が少なく、砂州
が固定化されている箇所を対象
としてはどうか

６．現時点での掘削⽅針（案）

【牛尾山付近】 【河口部】

掘削方針 ・湧水の存在する箇所は人為的改
変を行わず、現環境を保全する

・流水部の掘削は極力実施せず、
現環境を保全する

・緩流域やワンド、たまりでは掘
削せず、現環境を保全する

・鳥類の営巣地となるような裸地
の中洲を創出する

第１回検討会
での意見

・地下水のみずみちが変化するこ
とを避けるため深く掘削をする
ことは避けるべきである

・施工の際には重機で河床を締固
めすぎないように注意が必要

○第1回河道整備検討会において、牛尾狭窄部および河口部を対象とした掘削方針（案）を設定。今後、この掘削方針
（案）及び意見を踏まえ具体的な掘削方法を示す。

牛尾山付近の航空写真

河口部周辺の航空写真

牛尾開削部
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駿河海岸整備事業の報告

平成29年2⽉7⽇
中部地⽅整備局 静岡河川事務所
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⽬ 次

１．駿河海岸の概要

２．駿河海岸整備事業の概要

３．駿河海岸全体計画の概要

４．駿河海岸「粘り強い構造の海岸堤防」整備
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■駿河湾の西側に位置する駿河海岸は、地形的な特徴から高波が異常に

発達し過去から甚大な被害を被っている。

■近年では沿岸漂砂量の減少等により海岸侵食が進んでいることから、

海岸保全施設が国土保全上、特に重要なものであり、国土交通大臣が

防護・環境・利用の調和のとれた海岸保全施設の事業を実施している。

■駿河湾の西岸に流入する大井川河口を中心に静岡県焼津市田尻北から静岡県牧之原市細江に至る延長約12km、大井川
からの流出土砂により発達した河口デルタ地域の海岸。

■焼津田尻以東の焼津工区は海底勾配1/5～1/10と急峻であるのに対し、田尻以西の大井川工区および大井川右岸の川
尻～榛原工区は1/50～1/100程度となる。

駿河海岸

駿河海岸

大
井
川

富士山

伊豆半
島

←

御
前
崎

大
瀬
崎→

駿河湾
～我が国最深の湾～
（水深約2,500m）

１．駿河海岸の概要
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■事業目的

【高潮対策】堤防高の確保や消波堤の消波により越波を未然に防ぐことで甚大な浸水被害を防止

【侵食対策】離岸堤及び養浜により汀線後退を未然に防ぐことで甚大な侵食被害を防止

【津波対策】既設海岸堤防における粘り強い構造への改良によるL1津波に対する減災（H27追加）

【環境・利用への配慮】海浜利用と漁礁効果に期待した有脚式離岸堤を整備

２．駿河海岸整備事業の概要

被災年月 台風名 浸水被害

昭和41年
9月

台風26号
破堤770m（焼津工区）、死者4名、重軽傷者8名、
倒壊家屋10戸、半壊15戸

昭和43年
7月

台風4号 破堤180m（大井川工区）

昭和47年
7月

台風9号 破堤64m（川尻工区）

昭和54年
10月

台風20号
破堤及び根固損傷1,040m（大井川工区）、死者1
名、全半壊家屋4戸

駿河湾沿岸域における台風の被害

昭和41年9月台風26号 高波・浸水に
より被災した家屋（焼津工区田尻地先）

■駿河海岸が位置する駿河湾は、台風の常襲地帯となっているため、過去幾度となく甚大な災害に見舞われおり、特に
昭和41年の台風26号では、死者を含む甚大な被害を受けた。

■また、駿河海岸は直轄事業着手後においても海岸侵食が進行している箇所が存在。

計画区間
静岡県焼津市田尻北地先～牧之原市細江
地先

計画延長 駿河海岸 12.1km

直轄編入
昭和39年 大井川・川尻工区
昭和42年 住吉工区
昭和48年 焼津・榛原工区

■事業概要

昭和37年当時と平成25年1月の汀線
比較

（大井川工区藤守地先）

離岸堤による
前浜の回復

離岸堤
(有脚式)

消波堤 養浜工

堤防 粘り強い構造
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1km

H28着手
（予定）

H28
完成

No.12

No.25

No.32

No.21

榛原
工区

駿河海岸 L=12.1km

住吉工区 川尻工区 大井川工区 焼津工区

坂
口
谷
川 吉

田
漁
港

湯
日
川

大
井
川

吉
永
放
水
路

藤
守
川

栃
山
川

大
井
川
港

L=3,600mL=3,745mL=1,660mL=2,228mL=820m

養浜

ﾌﾞﾛｯｸ式離岸堤

（整備
中）

（整備
中）

養浜
（サンドバイパス）

消波堤
（災害復旧）

凡例 工種 単位 全体計画
進捗状況

H28迄 H29以降

堤防工 m 15,760 15,760 -

緩傾斜護岸工 m 620 620 -

消波堤 m 4,765 4.765 -

ブロック式離岸堤 基 22 21 1

有脚式離岸堤 基 19 9 10

養浜工 千m3 230 210 20

突堤工 基 4 4 -

粘り強い構造の海岸堤防 m 12,365 （200） （12,165）

その他（IT関係） 式 1 1 -

凡 例

整備済

整備予定
（整備中含む）

他事業整備済

Ｔ

○養浜工（大井川工区の整備状況）
整備前 整備後

○有脚式離岸堤

吉田町

牧之原市 焼津市

港湾区域

バリアウィンT工法（H28.9完成）

３．駿河海岸全体計画の概要
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大な人的被害が発生

駿河海岸

津波到達時間

海岸線において津波による水位
上昇が50cmに達する時間

出典：静岡県第4次地震被害想定（H25.6.27）「南海トラフケース①、冬・深夜、早期避難率高+呼びかけのケース」
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■駿河海岸は、津波到達時間が早く、避難可能な時間が短いため、L1津波を超える津波が発生した場合でも減災効果を
発現させる必要がある。

■このため、駿河海岸を含む駿河湾沿岸では、平成26年7月に「駿河湾沿岸海岸保全基本計画」（静岡県策定）が変更さ
れ、L1津波を超える津波に対して「粘り強い構造の海岸堤防」が新たに位置付けられた。

４．駿河海岸「粘り強い構造の海岸堤防」整備

焼津市 11m

吉田町 9m

牧之原市 14m

※市町全体（駿河海岸以外も含
む）の最大津波高

30m
海岸線

▽南海トラフ巨大地震の津波高※

（T.P.+9～14m）
▽計画堤防高

（T.P.+6.20～8.20m）

イメージ図

駿河海岸では現況堤防高を超える津波が来襲する恐れ

出典：中央防災会議 南海トラフの巨大地震モデル検討会「南海トラフの巨大地震による津波高・浸水域等（第二次報
告）」（H24.8.29）より引用

◆駿河海岸における津波対策の必要性

▽ T.P.+6.2m

⑤樹林

④盛土
①天端保護工

③裏法尻部保護工

②裏法被覆工

◆施工の役割分担（イメージ）

①天端保護工、②裏法被覆
工、
③裏法尻部保護工

国の海岸事業により実施

④盛土 （現況堤防高まで） 国の事業により実施
（国の事業で発生する土砂を有効活
用）

（現況堤防高以上） 市町により実施
（国・県：盛土材調達支援）

⑤樹林 市町により実施

84



養浜（サンドバイパス）事業について
焼津市 都市基盤部

事業目的

・大井川からの流下土砂の減少、及び大井川港南防波堤の延伸に伴い沿岸漂砂
の下手側への移動が制限されたことによる海岸侵食への対応

・大井川港航路への土砂の回り込みを抑制し、規定水深の確保を図る

事業概要

・南防波堤南側の堆積土砂の排除工事を行い、発生した土砂を売払う

・土砂売り払い収入を財源として、陸上からの養浜工事を実施

・航路浚渫工事により発生した土砂を利用して、海上養浜工事を実施
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大井川港全景

土砂掘削箇所
航路浚渫箇所南防波堤
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養浜事業実施状況

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸによる運搬

陸上養浜

土砂掘削

計量所

土運船による運搬

航路浚渫

海上養浜

陸上養浜施工状況 海上養浜施工状況
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養浜事業の実績

養浜土量実績
年度 国 県 市 合計

H24年度実績 15,030 35,850 52,432 103,312
H25年度実績 60,700 20,300 34,737 115,737
H26年度実績 126,400 23,800 17,213 167,413
H27年度実績 8,390 0 48,854 57,244

（単位：㎥）

養浜土量 排除（売払）量 掘削土量計

(a） (b) (a+b) (c) (a+c) (a+b+c)

H18年度実績 70,038 183,004 253,042 40,360 110,398 293,402

H19年度実績 26,326 49,001 75,327 43,420 69,746 118,747

H20年度実績 0 0 0 47,139 47,139 47,139

H21年度実績 0 0 0 52,875 52,875 52,875

H22年度実績 0 0 0 31,565 31,565 31,565

H23年度実績 10,307 20,002 30,309 33,961 44,268 64,270

H24年度実績 11,862 30,001 41,863 40,570 52,432 82,433

H25年度実績 11,021 30,001 41,022 23,716 34,737 64,738

H26年度実績 0 0 0 17,213 17,213 17,213

H27年度実施 7,194 30,000 37,194 41,660 48,854 78,854

H28年度計画 17,700 65,000 82,700 45,998 63,698 128,698

大井川港から吉永海岸等への養浜土量

年　度

養浜事業（陸上養浜） 航路浚渫
（海上養浜）

養浜土量計
（陸上+海上）

土量合計
（掘削+浚渫）
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工事施工前
平成28年4月

工事施工後
平成29年1月

土砂排除工事実施状況
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養浜工事実施状況

工事施工前 工事施工後
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吉田町の土砂管理に関する
取組の現状

H29.2.7 第１回大井川流砂系協議会資料

吉田町
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吉田漁港の位置図吉田漁港の位置図
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吉田漁港の概要吉田漁港の概要

都道府県名 静岡県 漁港管理者名 吉田町 所管名 本土

対象漁港名 吉田漁港 漁港所在地 静岡県榛原郡吉田町住吉

漁港種類 第２種 地域指定 都市計画区域

登録漁船数 83 隻 利用漁船数 110 隻 利用遊漁船等 25 隻

属地陸揚量 2,145 トン 属人陸揚量 1,534.7 トン 属地陸揚金額 1,205 百万円

主要な漁業種類 船曳網

主な魚種 しらす

地区の特徴
吉田漁港は、駿河湾の大井川西方２ｋｍに位置し、しらす船曳網漁業や
一本釣、刺網漁業を主とする第２種漁港であり、しらすの水揚げ量は県
内でも５本の指に入る優良な漁港である。

水産基盤の役割
吉田漁港は、地方漁港のリーダーとしての避難港的役割を担いながらも
漁業労働環境の改善による漁業の担い手支援及び就労時間の短縮によ
る経営コストの削減など生産性向上の一環として、整備を進めるもの。

出典：港勢調査（※陸揚量等数値は平成27年末現在)
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c‐4河口部泊地(‐5.0m) c-2港内泊地(-3.0m)

c-1港内泊地(-3.0m)

c-3開口部泊地(-5.0m)

施設種別
泊地(-3.0m)
泊地(-5.0m)

施設規模

c-1港内泊地：76,400.0㎡
c-2港内泊地：84,800.0㎡
c-3開口部泊地：5,600.0㎡
c-4河口部泊地：1,000.0㎡
（合計：167,800㎡）

港内水域の概要及び平面図港内水域の概要及び平面図
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港外からの堆砂メカニズムの推定①港外からの堆砂メカニズムの推定①

図：駿河湾内から吉田漁港へ向かう漂砂の方向
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港外からの堆砂メカニズムの推定②港外からの堆砂メカニズムの推定②

出典：平成12年度 漁港漁村活性化対策事業 吉田漁港泊地浚渫工事実施設計業務委託報告書（平成12年11月）

図：漁港周辺の漂砂機構(蛍光砂調査による考察)
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港外からの堆砂メカニズムの推定③港外からの堆砂メカニズムの推定③

：蛍光砂投入地点

図：吉田漁港港口部付近における蛍光砂を用いた漂砂特性調査図

【夏季投入】

【冬季投入】

東側投入地点

西側投入地点

東側投入地点 西側投入地点
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港外からの堆砂メカニズムの推定④港外からの堆砂メカニズムの推定④
（港内全体の堆砂傾向（平成27年度深浅測量実施・３回（８月・11月・２月））

図：第1回(H27.8) →第2回(H27.11) 水深変化図

【夏季】

図：第2回(H27.11) →第3回(H28.2) 水深変化図

※ 赤色：堆積した場所
青色：浸食した場所

【冬季】
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過去10年浚渫状況①過去10年浚渫状況①
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国補助事業
（予算事業名：水産基盤整備事業）

県補助事業
（予算事業名：小規模局部改良事業）

場所 総土量 金額 場所 総土量 金額
H17 港内河口部泊地 V= 6,500㎥ 10,258,500

H18 港内泊地
港内西側泊地

V=30,830㎥
V= 6,493㎥

38,314,500
10,347,750

H19 港内泊地 V=25,380㎥ 31,325,700
H20 港内泊地 V=15,010㎥ 21,303,450
H21 港内泊地 V=14,570㎥ 20,394,150
H22 港内泊地 V= 5,030㎥ 8,394,750 港内泊地 V= 5,250㎥ 6,900,000
H23 港内泊地 V= 8,350㎥ 12,789,000 港内泊地 V= 8,042㎥ 10,800,000
H24 航路 V= 8,140㎥ 12,386,850 港内泊地 V= 4,250㎥ 6,000,000
H25 港内泊地 V= 7,800㎥ 14,385,000 港内泊地 V= 7,150㎥ 12,000,000
H26 0 0 0 0
H27 0 0 港内泊地 V=7,500㎥ 15,000,000
H28 0 0 0 0

計 128,103㎥ 179,899,650 32,192㎥ 50,700,000

過去10年浚渫状況②過去10年浚渫状況②

平均土量：約13,000㎥/年 平均コスト：約19,000,000円/年
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